
 
平成２４年度第６回天童市教育委員会について（報告） 

 
日 時  平成２４年 ９月２１日（金） 午前１０時 
場 所  教育委員会 第一会議室 

 
＜ 議 事 ＞                                 
議題２１号 天童市教育の日を定める要綱の制定について 

＜可決する＞ 
 

委 員：第４条に、この要綱に定めるもののほか、必要な事項は教育長が別に

定めるとあるが、制定方法はどのようになりますか。 
事務局：特別な事情が出てきた場合に、生涯学習フェスティバルとの関連も考

えられますので、必要な事項は教育長が別に定めると、１つ条項を入れ

たものです。 
委 員：教育委員会でなく、教育長が定めるということはどういうことですか 
事務局：委員会では骨子について決定いただき、別に定める事項は骨子の枝の

部分であり、細かい事項については教育長に委任するという内容になっ

ています。  
委 員：第２条２項に教育の日は、生涯学習フェスティバルの開催日とすると

ありますが、一定の決まった日なのか、あるいはその都度変わるのです

か。 
事務局：生涯学習フェスティバルは、公民館の文化祭が１０月を中心に１１月

中旬まで開催されますので、最終期日の１１月下旬にこれまで開催して

おります。今年度は、１１月下旬に市長選が予定されておりますので、

１２月に開催予定しております。期日を固定するということではありま

せん。 
委 員：一般的に教育の日というと文化の日のような定まった日のイメージを

持っていると思います。他の事業により、期日が変わるということは、

定着するのでしょうか。 
事務局：教育の日の意義は、学校教育、生涯教育を広く教育ととらえ、宮城浩

蔵賞を広く周知するということで、天童方式として生涯学習フェスティ

バルの日に市民の方に教育について考えていただくとともに宮城浩蔵

賞と関係団体の表彰も含めて教育の日とするものと考えております。 
委 員：市民に教育の日を意識付けることがポイントであります。 

生涯学習フェスティバルの上位に教育の日を位置付けたいと思います。 
委 員：教育の日が冠にあることは、これまで生涯学習フェスティバルにかか

わってきた方から異論が出ないのでしょうか 
事務局：そういう懸念は特にないと思います。教育の日のもとに生涯学習フェ

スティバルがあることは特に問題がないと思います。 
委 員：期日を特定しなくても機会を生かしていく考えでいいのではないかと

思います 
委 員：教育の日を印象付けるやり方が重要だと思います。天童の教育の日は

こうなんだと広報すれば、教育の日の期日を固定しなくても問題は無い

のではないでしょうか。 



委 員：期日を固定し、教育の日はこの日だと言うのではなく、内容を言って

いる捉え方であると説明すれば良いのではないでしょうか。 
 
議第２２号 天童市教育委員会感謝状贈呈要綱の制定について 

＜可決する＞ 
委 員：贈呈の対象者は児童生徒になるのですか。 
事務局：児童生徒に対して教育的善行を行った個人・団体を対象としています。 
委 員：学校に継続的に協力している地域の方が多くいらっしゃいます。そう

いう方々をどこまで拾えるか、基準を明確にしていかなければならない

のではないかと思います。 
事務局：子供たちの教育に対して効果的に継続的にかかわっていただいたこと 

に対して、基準が必要になってくると思います。これについて別に定め 
る必要があると思います。 

委 員：PTA などの団体や先生も対象になるのですか 
事務局：これまでの市の条例や社会教育団体表彰に該当になっていない方で、

例えば、毎年のように雑巾を縫っていただいて学校へ寄付してくださる

方などを細かく拾い上げ、表彰し感謝しようとする趣旨です。中学校区

１～２人を表彰していく形を考えております。 
第１回目の今年度にどういう方を表彰するかが重要になってくると

思います。 
委 員：この表彰が地域の方に私も協力するという気持ちを醸成するきっかけ

になって欲しいし、教育の日にふさわしい取り組みになると思います。 
 
協議事項 天童市学校給食センターの課題と展望について 
 
委 員：ただ今の説明で、アナフィラキシーショックをおこす子供たちに学校

給食は対応していないとありましたが、給食も学校教育の一つですので、

今の対応状況と今後についてどのように考えているのかお聞きします。 
事務局：そばは基本的には出さない。麺についてはそばの調理レーンを使わな

い。また牛乳についても出さないなどの対応を行っています。 
希望する保護者に対して成分表を提供して、給食で食べられるものを

選んで食べていただいております。 
委 員：今の説明を聞くと全然対応していないわけではないのですね。 
   先ほどの説明ですと、アレルギーの児童生徒が９０人いるわけですか。 
事務局：９０人の人数は保護者からの申し出の人数でありまして、医師の診断

を受ければもっと減ってくると思います。 
 委 員：人数がもっと減ってくるとはどういうことですか。  

事務局：親がアレルギーと思っていても、医師の診察を受けると大丈夫と診断

される場合があるので、実際には現在より人数が減ってくると考えられ

るということです。 
事務局：アレルギーの児童生徒数９０人については、アレルギーが心配される

方としております。全国的に比べると９０人は多い人数になっておりま

す。 
今まで、保護者の申告に基づき、はっきりとした医学的な根拠に基

づいていないので、今後、アレルギー食を提供することとした場合に



は、診断書の提出をいただいて行っていきたいと考えております。 
委 員：職員 5 名まで減らすと安全な給食の提供ができなくなるのではないか

と思います。コスト以上に安全安心な給食を提供すべき考えを広げてい

くべきだと思います。 
少なくとも献立作成は設置者が責任を持って実施すべきで、委託の

対象にすべきでないと文部科学省の通達にもありますし、調理も設置

者の意向を反映できるような管理体制を十分に取る必要があります。

民間が危なくて行政が安全だとは言えないと思いますが。 
事務局：先ほど、事務局から行革による経営的視点から全庁的な見直しについ

ての説明がありましたが、今、各課で行っている業務を民営できるも

のとできないものとに全ての事業の洗い直しを行い、確認していると

ころです。 
委 員：民間委託をするとコストが下がると言いますが、やり方だと思います。

地産地消などについては民間委託した場合はどこまで維持できるか、ど

の辺まで行政が関与できるかが問題であると思います。 
事務局：給食センターの民間委託ということではなく、業務中の配送業務や調

理業務の委託を行っても食材購入とメニュー作成等は市が責任を持っ

て行うという考え方であります。 
委 員：民間では人的体制がフレキシブルに出来るのが良い点であります。安

上がりにしようということではなく安心安全であり、しかも柔軟な人的

体制が組めるということで民間委託を行っている市もあります。 
委 員：子供時代に給食がおいしかったと思い出せる給食が一番だと思います。

そういうことができるのであれば委託できるところは委託しても良い

と思います。 
委 員：学校給食センターの職員から給食の味がようやく安定してきたと聞いた

時には、このままではいけないのかなと思いました。職員の実態につい

ては、パート職員の内、新しいパート職員の方が 10 人であり、この状

態では安定したおいしい給食を望むことが難しくなっていると思うし、

民間委託を決断すべき時期であると思います。 
委 員：１つ目はおいしい給食を提供すること。２つ目は食育を推進すること。

この２つが担保できていれば、しっかりした担保の上で民間委託につい

ては、市当局で検討することでよろしくお願いしたいと思います。 
 

 
 
 
  

 


